
やっぱり、先生になりたい
　高校・大学と陸上部に所属し、今思えば

目標に向かって走り続ける毎日でした。

全国高校駅伝や全日本インカレ、走るこ

とで「自分」を認めてもらえた気がして

いました。

　大学は教育学部に進みましたが、私の

能力で教員採用試験を突破できると思え

ず、周囲に迷惑をかけまいと地元の民間

企業に就職しました。何一つ不満はあり

ませんでしたし、むしろ感謝すべき程の

環境でしたが、心の引っ掛かりは消えま

せんでした。しだいに通勤中にはつい学

校の様子が気になり、休日の陸上教室で

は子どもたちの笑顔や真剣な眼差しに心

が奪われていきました。そして葛藤の末、

最終的に行き着いたのは「やっぱり、先

生になりたい」でした。

先生になるための学校
　大学院の毎日は、「自分のやりたいこと」

が常にできている実感があります。このよ

うに感じられるのも、上越教育大学大学院

の魅力的なシステムと手厚いサポートが

あるからだと思います。本学の授業は実践

的な内容とその根底となる理論的な内容

がバランスよく組み合わされ、専門性を高

めるゼミ活動も充実しています。また、教

員採用試験対策として論作文添削、面接

対応等のサポート体制も整っており、まさ

に「先生になるための学校」だと思います。

そして、ストレートマスターと現職教員と

が共に学べる環境は、最大の魅力です。

多様な見方や考え方に触れ、自分自身の

教育観や教職観を更に深めていきたい

です。

幸運の女神は君の好きな
道に微笑んでいる。
迷わずに好きな道を
歩き給え。
　私は、この道を選んで良かったと現時

点でも思えます。そして、好きなことを一

生懸命やることはそれだけで自分を価値

づけてくれることに気付きました。背中

を押してくれた家族、支えてくれる多くの

方々に感謝し、これからも「自分らしく」

頑張りたいです。
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免Ｐで
く人

インタビュー

免Ｐで
く人で

インタビュー

※本誌掲載の文書・記事・写真等の無断転載はお断りします。

アンケートにご協力ください

公式ホームページにおいて本誌に
関するアンケートを実施していま
す。左の QR コードを読み込むこと
で、携帯端末からもご回答いただ
けます。
QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

公式ホームページから、
バックナンバーの閲覧ができます。

大学院1年
生活・健康系コース（保健体育）

秋山 澪さん

インタビューを終えて
　明るく笑顔で周りを盛り上げてくれる秋山さんは、しっ
かり者で周囲から厚い信頼を寄せられています。様々な紆
余曲折がありましたが、全てが今後の糧になると思います。
互いに切磋琢磨し、教師力を身につけていきましょう！

■ 聞き手・文（写真右）　
大学院1年　生活・健康系コース（保健体育）　神子島 強
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子どもたちと一緒に
絵の具を使ったら、
世界に一つの宝物
ができました。

研
究
室

welcome！

研
究
室
へよ

う
こ
そ

彫
刻
は
冒
険
と

発
見
の
連
続
で
す
。

　

大
学
に
は
、
特
に
油
絵
を
勉
強
し
よ
う
と
入
学
し
ま

し
た
が
、何
気
な
く
粘
土
や
木
に
触
れ
て
い
る
う
ち
に
、

絵
に
は
な
い
彫
刻
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
ま
し
た
。
大

学
を
修
了
し
て
か
ら
の
数
年
間
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
山
の
中
に
移
り
住
み
、
近
隣
で
間
伐
さ
れ
た
木

な
ど
を
譲
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
彫
刻
を
続
け
て
い

ま
し
た
。

　

自
然
そ
の
も
の
の
一
部
で
あ
る
木
や
石
と
「
対
話
」

し
な
が
ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
刻
み
、
新
し
い
命
あ
る
形
を

産
み
出
し
て
い
く
充
実
感
は
、
他
に
は
得
難
い
楽
し
さ

が
あ
り
ま
す
。
数
億
年
も
の
間
、
地
中
に
潜
み
続
け
て

い
た
石
…
陽
を
浴
び
て
空
に
力
強
く
伸
び
て
い
く
木
…

そ
れ
ら
の
中
に
形
を
見
つ
け
、
自
ら
の
手
で
彫
り
出
し

て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
と
楽
し
さ
は
、
冒
険
と
発
見
の

連
続
で
し
た
。
か
れ
こ
れ
20
数
年
作
っ
て
き
た
私
自
身

の
数
々
の
彫
刻
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
「
こ
れ
で
い
い

の
か
な
？
」
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
木
や
石
に

向
き
合
い
形
を
生
み
だ
し
て
い
く
過
程
そ
の
も
の
に
、

意
味
を
感
じ
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

上
越
教
育
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
は
、
子
ど
も
の
造

形
活
動
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
、
私
た
ち
大
人
の
考
え
以
上
に

昭
和
48
年
9
月
生
ま
れ
。筑
波
大
学
芸
術
専
門
学
群
美
術
主
専
攻
卒
業
、同
大
学
院
芸
術
研
究
科
修
士
課
程
美
術
専
攻
修
了
、平

成
16
年
4
月
上
越
教
育
大
学
に
講
師
と
し
て
着
任
、現
在
准
教
授
。国
展（
国
立
新
美
術
館
）を
中
心
に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

松
尾　

大
介（
ま
つ
お　

だ
い
す
け
）　

芸
術
・
体
育
教
育
学
系
　
准
教
授

木
と
触
れ
合
う
こ
と
に
夢
中
に
な
り
ま
す
。
の
こ
ぎ

り
1
本
あ
れ
ば
、
も
う
切
り
た
く
て
し
ょ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
太
い
丸
太
で
も
諦
め
る
こ
と
な

く
ギ
コ
ギ
ゴ
切
り
続
け
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
、
私

は
何
度
も
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
体
全
体
を

使
っ
て
懸
命
に
の
こ
ぎ
り
を
ひ
き
、
あ
た
か
も
木
と

一
体
と
な
り
な
が
ら
生
ま
れ
て
く
る
形
は
、
饒
舌
な

言
葉
よ
り
も
、
そ
の
子
の
人
と
な
り
を
表
し
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

実
は
、
素
張
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
と
技
術
が
あ
れ
ば

何
で
も
表
現
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
頭
の
中
で
考
え
た
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
形
に
表

現
で
き
れ
ば
こ
と
は
簡
単
で
す
。
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
木
や
石
と
向
き
合
う
一
体
感
の
う
ち
に
、
表
現
し

た
い
手
ご
た
え
あ
る
実
感
を
発
見
し
、
確
認
で
き
る

の
で
す
。
そ
し
て
、そ
の
実
感
と
結
び
つ
い
た
形
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
や
場
所
を
過
ご
す
様
々
な
背
景
を

持
つ
人
た
ち
と
共
有
す
る
の
に
相
応
し
い
価
値
を
有

し
て
い
ま
す
。学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
そ
の
価
値
に
、

ぜ
ひ
触
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
へ

木
や
石
と
「
対
話
」
す
る
こ
と

学部 3 年
自然系コース（数学）

大
お お し ま

島 宗
た か  し  

士 さん

陸上競技を通して
　私は、大学で陸上部に所属しています。上越教育大学の陸上部は、部員こそ
多くはありませんが、一人ひとりがきちんと自分の役割をこなし、練習や課外
活動に真面目に取り組むことができる、とても質の高い部活動だと思います。
昨年は、男子三段跳で全日本インカレに出場する選手や全国教育系大学陸上競
技大会男子 100 ｍで３位に入賞する選手など、全国レベルの大会でも活躍する
選手が目立ち、陸上部の競技レベルも向上しています。また、上越市 Jr. 陸上
クラブの指導にも携わっており、教師としての資質も育んでいます。
　私は、高校から陸上を始めましたが、なかなか思うような結果が出せず悔
しい思いばかり経験しました。そのため、大学では自分が納得できる結果
を残したいと思い、陸上を続けています。高校の頃のように部活動ばかり
に集中していられませんが、時間を見つけて自主練習をしたり、全国で
活躍する選手の動きを研究したりなど自分で考えてトレーニングに励ん
でいます。陸上競技は個人種目ですが、苦楽を共にしてきた仲間や熱
心に指導してくださる顧問の先生も私の大きな支えとなっています。
　今までの努力の成果が「自己ベスト」という形で現れた時には本当
に嬉しかったです。陸上を諦めずに続けてきて良かったと思いました。
　陸上部は、ほとんどの人が３年の秋で引退します。しかし、私は４年
の最後の試合まで陸上を続けていきたいです。今シーズンは、他大学ではなか
なかやっていないような綱登りや宙返り運動などの動きも新たに取り入れて練
習しています。最後まで諦めずに続けた結果、大学生活最後のシーズンを笑っ
て終われると嬉しいです。
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やめることはいつでもできる
『続けること』が大切



❶教職員も学生たちも高い素質があると思
います。環境がきれいで緑に囲まれていま
す。設備も整っています。
❷国文学を研究しています。国文学につい
て論文を書きたいです。そして、日本語能
力試験の一級を目指し、勉強しています。
❸刺身・ラーメン
❹上越教育大学附属図書館
❺雪がとても積もることです。
　カラスが大きくて多いことです。
❻日本を旅したいです。日本の文化を理解し
たいからです。
❼上越教育大学は国立大学で、学習の雰
囲気がとてもいいと思います。そして、学校
の国際交流センターによる活動や行事な
どいろいろあります。この大学は教育的な
大学で私も先生になりたいので、上越教
育大学に来ました。

情報・広報委員会にて
現状報告

2014.1.17

2013.11.202013.11.20
88
STEPSTEP

リミットは3月14日
完成が見えてきた！
ロゴマークの教授会での
決定報告は2014年3月14日
を予定

2013.7.12013.7.1
33
STEPSTEP

スローガンを
考える！

　スローガン案
　❶ 新しい学びを創る
　❷ 叡知の継承と創造
　　 （創発）

2014.3.32014.3.3

ロゴマークが大学に
受け入れられた!

● 学内フォーラムでの意見への回答
　 が、情報・広報委員会で了承された
● 広報ワーキンググループが２年目に
　 向けて翌年度からのグループ名を
　 「広報推進ワーキング
　 グループ」とした

1313
STEPSTEP 2013.6.182013.6.18

22
STEPSTEP

コミュニケーション
マークとは？
● コミュニケーションマーク作
　 成にあたり他大学や企業を
　 参考に作成方法を学ぶ
● スローガンの作成を

　検討

2014.2.132014.2.13
1212
STEPSTEP

ついにロゴマークの完成！
学内の反応は･･･？

● スローガンの決定
● ロゴマークを開示し
　 学内フォーラムで教職
　 員から意見を募り

 反映させる

誕生までの道のりを、制作の担当をした上越教育大学広報推進ワーキンググループの視点で追いかけよう！

上越教育大学広報の取組
特集特集

生誕 ！

2013.8.292013.8.29
44
STEPSTEP

ロゴマークは広報
ワーキンググループ
で作成

● マークは案として３～４点
　 作成する

2014.2.32014.2.3
1111
STEPSTEP

コミュニケーション
マークが決定！
● マークはＡ案が候補となる
● スローガン候補は
　 ２案のまま

2014.1.52014.1.5
1010
学内への今後の
報告方法の確認
● 学長への提案書の決定
● 情報・広報委員会への
　 報告や学内フォーラムに
　 て意見募集の旨を確認

STEPSTEP

　
国
立
大
学
が
２
０
０
４
年
に
法
人
化
し

て
以
来
、
各
大
学
は
、
独
自
の
カ
ラ
ー
や

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
定
め
、
統
一
的
な

広
報
戦
略
を
立
て
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
各
大
学
は
よ
り
良
い
学
生
を
集
め

教
育
の
質
と
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ

せ
る
と
同
時
に
、
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
地
域
や
国
内
外
に
広
め
る
と
い

う
循
環
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
上
越
教
育

大
学
も
例
外
で
は
な
く
、
近
年
は
戦
略
的

な
広
報
に
注
力
し
て
お
り
、
そ
の
第
一
歩

と
し
て
今
回
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制
定
し
ま
し
た
。

2013.5.162013.5.16
11
STEPSTEP

大学広報の在り方
検討ワーキング開始！
大学広報の在り方検討ワーキ
ンググループにて広報活動の
在り方を考える上でコミュニ
ケーションマークの必要性

について意見される

2013.10.172013.10.17

２案に絞る！

77
STEPSTEP

スローガンとマークを２案に絞る
スローガン案
❶ 未来を学び続ける
❷ 未来をつくる，志をはぐくむ

ロゴマーク
提案書の検討
細かな修正を行う

2013.12.4

2013.11.282013.11.28
99
STEPSTEP

まずは
ロゴタイプが決定！
● ロゴタイプの決定
● スローガンは２案で
　 学長の意見を仰ぐことに

2013.9.62013.9.6
55
STEPSTEP

マーク案の
検討開始

● 3案が候補に上がる
● スローガンについても
　 引き続き検討

2013.9.262013.9.26
66
STEPSTEP

まだまだ先は長い…
スケジュールを再確認！

● スローガンを再検討
　 →１３案まで絞られる
● ビジュアル戦略の
　 スケジュールを確認
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❶教職員も学生たちも高い素質があると思
います。環境がきれいで緑に囲まれていま
す。設備も整っています。
❷国文学を研究しています。国文学につい
て論文を書きたいです。そして、日本語能
力試験の一級を目指し、勉強しています。
❸刺身・ラーメン
❹上越教育大学附属図書館
❺雪がとても積もることです。
　カラスが大きくて多いことです。
❻日本を旅したいです。日本の文化を理解し
たいからです。
❼上越教育大学は国立大学で、学習の雰
囲気がとてもいいと思います。そして、学校
の国際交流センターによる活動や行事な
どいろいろあります。この大学は教育的な
大学で私も先生になりたいので、上越教
育大学に来ました。

一歩前進
一コマ進む

学長に募集要項の
了承を得る

検討中
一回休む

ティーブレイクで
一息つく

2014.5.15
88
STEPSTEP

現在応募期間中…
選考方法の準備
● イメージキャラクター募集
　 状況の確認
● 次回選考候補（案）を
　 決定する

2014.1.22

トップ
ミーティング

2014.7.16

2013.11.282013.11.28
22
STEPSTEP

ロゴマーク企画と
平行しつつ

スケジュールの検討

前回に引き続き募集要項・
募集様式・詳細な
スケジュールを検討

2013.12.42013.12.4
33
STEPSTEP

応募期間の決定

● 応募期間を2014/4/7～
　 2014/5/30とする
● デザイン案は
　 フリーハンド可とした

2014.6.162014.6.16
1111
STEPSTEP

学内選考（投票）
開始
選考候補１６点で
学内投票開始！
トップに躍り出るのは…？ 2014.4.152014.4.15

77
STEPSTEP

ロゴマークとの
予定を決定
イメージキャラクター発表と
ロゴマークの発表を
同時にすることを決定

2014.3.102014.3.10
55
STEPSTEP

応募期間開始

広報ワーキンググループ
委員長「どれだけ応募がある
のか不安ですが…たくさんの
応募を願っています」

2014 .5.162014 .5.16
99
STEPSTEP

応募期間終了

学生や教職員による
２２作品の応募を確認！

2014.9.42014.9.4
1616
STEPSTEP

委員会への報告

● 情報・広報委員会へ
　 持ち込む
● 学長へのプレゼンを経て
　 原案決定

2013.11.202013.11.20

2013年11月、
ついに企画始動！

イメージキャラクター募集に
ついての大まかなスケジュール・
募集要項を検討

11
STEPSTEP

2014.6.302014.6.30
1212
STEPSTEP

学内選考（投票）終了

● 有効票数278票
● 上位２作品はなんと
　 3票差の接戦となった！

2014.8.212014.8.21
1515
STEPSTEP

イメージキャラクターの
ブラッシュアップ

● 学長への再プレゼン
　 について資料の確認
● キャラクターの色など
　 細部の調整を行う

2014.7.82014.7.8
1313
STEPSTEP

投票集計

得票数上位３作品を最終選考
候補とし、学長を中心とする
トップミーティングへの
提出を決定

2014.7.252014.7.25
1414
STEPSTEP

最終選考 １作品決定！

トップミーティングの結果、
１位作品の採用が決定したが
キャラクターの詳細について
再度学長へプレゼンする

こととなった

2014.4.12014.4.1

広報ワーキング
グループ２年目突入！

● 広報ワーキンググループ名を「大学広報
　 の在り方検討ワーキンググループ」から
　 「広報推進ワーキンググループ」とした
● 活動内容は
　　❶大学ブランドイメージの確立
　　❷地域との協働

　 ❸広報活動に関する検証

66
STEPSTEP

2014.5.282014.5.28
1010
STEPSTEP

ワーキング内選考

２2作品の中から学内投票に
よる選考候補（案）として
１６点を決定

2014.10.232014.10.23

イメージキャラクター
完成！

1717
STEPSTEP

イメージキャラクターの愛称を
「マナーブ・デ・ジョーキョー先生」に
決定！

2014.1.52014.1.5

３月に
卒業・修了する学生も

応募できるように期間を変更

　● 応募期間の変更
　　 2014/3/10～2014/5/16に
　● 学内選考期間は
　　 2014/6/16～2014/6/30
　● 応募対象を在学生、
　　 卒業生・修了生、教職員

  とした

44
STEPSTEP
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❶教職員も学生たちも高い素質があると思
います。環境がきれいで緑に囲まれていま
す。設備も整っています。
❷国文学を研究しています。国文学につい
て論文を書きたいです。そして、日本語能
力試験の一級を目指し、勉強しています。
❸刺身・ラーメン
❹上越教育大学附属図書館
❺雪がとても積もることです。
　カラスが大きくて多いことです。
❻日本を旅したいです。日本の文化を理解し
たいからです。
❼上越教育大学は国立大学で、学習の雰
囲気がとてもいいと思います。そして、学校
の国際交流センターによる活動や行事な
どいろいろあります。この大学は教育的な
大学で私も先生になりたいので、上越教
育大学に来ました。
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□曜日

3月□□日

□
□
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□
□
□
□
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□
□
□
□
□
□
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月
　
日
に
上
越
教
育
大
学
は
、
新
ロ
ゴ

マ
ー
ク
と
新
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
正
式

発
表
し
た
。

　
同
大
学
は
日
頃
よ
り
教
育
、
研
究
、
地
域
へ

の
貢
献
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
様
々
な

面
で
大
学
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
活
動
、
実
績
を

重
ね
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
対
外

的
に
発
信
し
な
け
れ
ば
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
難

し
い
。
広
報
活
動
は
そ
の
よ
う
な
発
信
の
面
を

強
化
し
、
学
内
だ
け
で
な
く
卒
業
生
・
修
了
生

や
地
域
と
よ
り
繋
が
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
狙
い
だ
。

　
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
既
に
大
学
案
内
を
始
め
、

広
報
誌
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
へ
の
展
開
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

へ
の
展
開
が
現
在
の
課
題
で
あ
る
。
商
品
化
に

よ
り
見
え
る
形
で
ユ
ー
ザ
ー
の
手
元
に
置
か
れ

る
こ
と
は
認
知
に
効
果
的
で
不
可
欠
だ
。
ま
た
、

現
在
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
メ
デ
ィ
ア

媒
体
も
活
用
し
や
す
い
た
め
、
モ
ノ
だ
け
で
な

く
様
々
な
媒
体
で
広
く
認
知
度
を
上
げ
て
い
く

方
向
だ
。

　
現
在
大
学
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
購
入
を
想
定
さ
れ
る

在
学
生
・
教
職
員
の
意
見
を
募
っ
て
い
る
。「
作

成
す
る
か
ら
に
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
を
作
成

し
、
グ
ッ
ズ
は
学
内
だ
け
で
な
く
、
外
で
も
広

く
販
売
で
き
る
体
制
を
取
れ
る
よ
う
努
力
し
た

い
」
と
広
報
推
進W

G

は
語
る
。
２
月
現
在
は

菓
子
土
産
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
大
学
だ

け
で
な
く
、
上
越
地
域
の
良
い
も
の
も
Ｐ
Ｒ
で

き
る
よ
う
な
商
品
を
目
指
し
、
話
し
合
い
を
続

け
て
い
る
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
着
ぐ
る
み
を
作

成
し
、
北
陸
新
幹
線
開
通
の
上
越
妙
高
駅
イ
ベ

ン
ト
で
初
お
披
露
目
と
な
る
。
新
駅
開
業
の
よ

う
な
大
き
な
出
来
事
は
上
越
市
の
大
学
と
し
て

交
通
手
段
が
増
え
、
新
た
な
地
域
の
受
験
生
を

呼
び
込
む
絶
好
の
好
機
だ
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
に
大
学
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
、
結
果
に
繋

げ
よ
う
と
邁
進
中
だ
。

　
今
回
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
、
よ
り
広
く
大
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
今
後
の
広
報
活
動
に
統
一
感
を
持
た
せ
る

こ
と
を
目
指
し
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
・
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
単
独

で
も
上
越
教
育
大
学
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
受
験
生
・
校
内
・
地
域
社
会
・
他
大
学
等

に
対
し
て
定
着
の
活
動
が
必
要
と
な
る
。
目
標

は
全
国
に
正
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
上
越
教

育
大
学
が
認
知
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　
今
回
の
発
表
で
、新
た
な
広
報
活
動
が
ス
タ
ー

ト
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
上
越
教
育
大
学
の
動

き
に
注
目
だ
。

〒943-8512新潟県上越市山屋敷町1番地
TEL：025-522-2411（代表） 上教大新聞
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に
効
果
的
で
不
可
欠
だ
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ま
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、

現
在
は
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ォ
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の
普
及
で
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デ
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体
も
活
用
し
や
す
い
た
め
、
モ
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だ
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で
な

く
様
々
な
媒
体
で
広
く
認
知
度
を
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げ
て
い
く
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向
だ
。

　
現
在
大
学
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
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ズ
の
ア
ン

ケ
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、
購
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在
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ン
ト
で
初
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披
露
目
と
な
る
。
新
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開
業
の
よ

う
な
大
き
な
出
来
事
は
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越
市
の
大
学
と
し
て

交
通
手
段
が
増
え
、
新
た
な
地
域
の
受
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生
を

呼
び
込
む
絶
好
の
好
機
だ
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こ
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チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
に
大
学
Ｐ
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に
力
を
入
れ
、
結
果
に
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げ
よ
う
と
邁
進
中
だ
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今
回
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・
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ジ
キ
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よ
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大
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た

め
、
今
後
の
広
報
活
動
に
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一
感
を
持
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る
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を
目
指
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制
定
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、
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キ
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大
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・
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・
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・
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大
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に
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し
て
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活
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必
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と
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る
。
目
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に
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も
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て
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教
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が
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こ
と
だ
。

　
今
回
の
発
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で
、新
た
な
広
報
活
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が
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教
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大
学
の
動
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に
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だ
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月
　
日
に
上
越
教
育
大
学
は
、
新
ロ
ゴ

マ
ー
ク
と
新
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
正
式

発
表
し
た
。

　
同
大
学
は
日
頃
よ
り
教
育
、
研
究
、
地
域
へ

の
貢
献
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
様
々
な

面
で
大
学
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
活
動
、
実
績
を

重
ね
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
対
外

的
に
発
信
し
な
け
れ
ば
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
難

し
い
。
広
報
活
動
は
そ
の
よ
う
な
発
信
の
面
を

強
化
し
、
学
内
だ
け
で
な
く
卒
業
生
・
修
了
生

や
地
域
と
よ
り
繋
が
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
狙
い
だ
。

　
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
既
に
大
学
案
内
を
始
め
、

広
報
誌
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
へ
の
展
開
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

へ
の
展
開
が
現
在
の
課
題
で
あ
る
。
商
品
化
に

よ
り
見
え
る
形
で
ユ
ー
ザ
ー
の
手
元
に
置
か
れ

る
こ
と
は
認
知
に
効
果
的
で
不
可
欠
だ
。
ま
た
、

現
在
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
メ
デ
ィ
ア

媒
体
も
活
用
し
や
す
い
た
め
、
モ
ノ
だ
け
で
な

く
様
々
な
媒
体
で
広
く
認
知
度
を
上
げ
て
い
く

方
向
だ
。

　
現
在
大
学
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
購
入
を
想
定
さ
れ
る

在
学
生
・
教
職
員
の
意
見
を
募
っ
て
い
る
。「
作

成
す
る
か
ら
に
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
を
作
成

し
、
グ
ッ
ズ
は
学
内
だ
け
で
な
く
、
外
で
も
広

く
販
売
で
き
る
体
制
を
取
れ
る
よ
う
努
力
し
た

い
」
と
広
報
推
進W

G

は
語
る
。
２
月
現
在
は

菓
子
土
産
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
大
学
だ

け
で
な
く
、
上
越
地
域
の
良
い
も
の
も
Ｐ
Ｒ
で

き
る
よ
う
な
商
品
を
目
指
し
、
話
し
合
い
を
続

け
て
い
る
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
着
ぐ
る
み
を
作

成
し
、
北
陸
新
幹
線
開
通
の
上
越
妙
高
駅
イ
ベ

ン
ト
で
初
お
披
露
目
と
な
る
。
新
駅
開
業
の
よ

う
な
大
き
な
出
来
事
は
上
越
市
の
大
学
と
し
て

交
通
手
段
が
増
え
、
新
た
な
地
域
の
受
験
生
を

呼
び
込
む
絶
好
の
好
機
だ
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
に
大
学
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
、
結
果
に
繋

げ
よ
う
と
邁
進
中
だ
。

　
今
回
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
、
よ
り
広
く
大
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
今
後
の
広
報
活
動
に
統
一
感
を
持
た
せ
る

こ
と
を
目
指
し
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
・
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
単
独

で
も
上
越
教
育
大
学
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
受
験
生
・
校
内
・
地
域
社
会
・
他
大
学
等

に
対
し
て
定
着
の
活
動
が
必
要
と
な
る
。
目
標

は
全
国
に
正
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
上
越
教

育
大
学
が
認
知
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　
今
回
の
発
表
で
、新
た
な
広
報
活
動
が
ス
タ
ー

ト
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
上
越
教
育
大
学
の
動

き
に
注
目
だ
。
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［作品の説明］
上越教育大学の校舎をモチーフとしたキャラクターです。
未来に向かって飛躍するためのマントをなびかせ、
額の大学名を、その志のように光り輝かせています。

［イメージキャラクターのプロフィール］
●雪に耐えうる丈夫な体。
●生涯学び続ける強い意志。
●チャームポイントは泣きぼくろ。
●感動屋で涙もろい性格。

ロゴマーク（抜粋）

イメージキャラクター

　ロゴマークとは、コミュニケーションマークとロゴタイプを組
み合わせたものを指します。コミュニケーションマークのモチー
フタイトルは「緑の小道」（学内に保全されている雪国の里山）と
し、具体的なモチーフは、古くからそこに生育し、風雪に耐えて
緑を維持し、春を経て清々しい若葉とともに可憐な花や実をつ
ける植物（例えば、オクチョウジザクラ、オオバクロモジ、ヒメア
オキ、ハイイヌツゲなど）で、雪国に所在する本学を特徴づける
図案としました。
　イメージキャラクターは、学内の教員・職員・学生（卒業・修了
生を含む）を対象に公募を呼びかけ、２２作品の応募がありまし

た。さらに、学内構成員による投票をおこなった結果、得票数が
１位だったキャラクターを採用することとなりました。我々や地
域の方々にとって、ある意味で見慣れた存在であり、本学を特
徴づける校舎をモチーフとしたこのキャラクターは、まちがいな
く上越教育大学を連想させる容姿をしています。
　あわせて本学のスローガンを、「未来をつくる，志をはぐくむ」
としました。これまでと同じく、みなさまの期待に応えることがで
きるように、また、これまで以上に上越地域と上越教育大学の知
名度を上げていけるように、ご支援とご協力をいただければ幸
いです。

新ロゴマークとイメージキャラクター
【上越教育大学では、このたび新しいロゴマークとイメージキャラクターを制定しました】

［イメージキャラクターの愛称］
マナーブ・デ・ジョーキョー先生
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教
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を
正
式
発

表
し
た
。

　同
大
学
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日
頃
よ
り
教
育
、
研
究
、
地
域
へ
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貢
献
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
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ア
な
ど
、
様
々
な

面
で
大
学
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
活
動
、
実
績
を

重
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て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
対
外

的
に
発
信
し
な
け
れ
ば
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
難

し
い
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広
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活
動
は
そ
の
よ
う
な
発
信
の
面
を

強
化
し
、
学
内
だ
け
で
な
く
卒
業
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・
修
了
生

や
地
域
と
よ
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繋
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る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
狙
い
だ
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　新
ロ
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マ
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は
既
に
大
学
案
内
を
始
め
、

広
報
誌
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
へ
の
展
開
を

行
っ
て
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る
。
さ
ら
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

へ
の
展
開
が
現
在
の
課
題
で
あ
る
。
商
品
化
に

よ
り
見
え
る
形
で
ユ
ー
ザ
ー
の
手
元
に
置
か
れ

る
こ
と
は
認
知
に
効
果
的
で
不
可
欠
だ
。
ま

た
、
現
在
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
メ

デ
ィ
ア
媒
体
も
活
用
し
や
す
い
た
め
、
モ
ノ
だ

け
で
な
く
様
々
な
媒
体
で
広
く
認
知
度
を
上
げ

て
い
く
方
向
だ
。

　現
在
大
学
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
購
入
を
想
定
さ
れ
る

在
学
生
・
教
職
員
の
意
見
を
募
っ
て
い
る
。

「
作
成
す
る
か
ら
に
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
を
作

成
し
、
グ
ッ
ズ
は
学
内
だ
け
で
な
く
、
外
で
も

広
く
販
売
で
き
る
体
制
を
取
れ
る
よ
う
努
力
し

た
い
」
と
広
報
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は

語
る
。
２
月
現
在
、
菓
子
土
産
に
つ
い
て
検
討

中
で
あ
る
。
大
学
だ
け
で
な
く
、
上
越
地
域
の

良
い
も
の
も
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
商
品
を
目
指

し
、
話
し
合
い
を
続
け
て
い
る
。

　キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
着
ぐ
る
み
を
作

成
し
、
北
陸
新
幹
線
開
通
の
上
越
妙
高
駅
イ
ベ
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ン
ト
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初
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披
露
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と
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る
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上
越
市
の
大
学

と
し
て
、
新
駅
開
業
の
よ
う
な
大
き
な
出
来
事

は
大
学
へ
の
交
通
手
段
が
増
え
、
新
た
な
地
域

の
受
験
生
を
呼
び
込
む
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
に
大
学
Ｐ
Ｒ
に

力
を
入
れ
、
結
果
に
繋
げ
よ
う
と
邁
進
中
だ
。

　今
回
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
、
よ
り
広
く
大
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
今
後
の
広
報
活
動
に
統
一
感
を
持
た
せ
る

こ
と
を
目
指
し
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ロ
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ク
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
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ー
は
単
独

で
も
上
越
教
育
大
学
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
受
験
生
、
在
学
生
・
教
職
員
、
地
域
社

会
、
他
大
学
等
に
対
し
て
定
着
の
活
動
が
必
要

と
な
る
。
目
標
は
全
国
に
正
し
い
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
大
学
が
認
知
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　今
回
の
発
表
で
、
新
た
な
広
報
活
動
が
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
上
越
教
育
大
学

の
動
き
に
注
目
だ
。
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上越教育大学の印象
大学で研究していること
好きな日本料理
上越でよく行く場所・店
日本に来て驚いたこと
日本にいる間にやってみたいこと
上越教育大学に来た理由

上教大生のひろば学生がつくる上教大生のひろば学生がつくる
［台湾］ シュさん
 (朱 愷芸)
21歳　芸術系コース（美術）

❶とても広いです。（私の大学よりも）
❷美術。特に油絵
❸全部？特にないです。
❹イオン周辺
❺東京の交通機関の複雑なところ。
　カラスが多い。
❻嵐のコンサートに行きたいです（笑）。

あの雰囲気を体験したいです。
❼試験を受けるチャンスがあったので

一応やってみてここに来ることがで
きました。

［ブラジル］エリカさん
 (藤山広美エリカ)
26歳　言語系コース（国語）

❶迷路～！慣れるまでに一カ月もかかりました。留学生
のためにいろいろ考えたり、活動を行ったりしていま
す。他の大学ではあまりないと聞きました。

❷日本語の教育とバイリンガル教育について。特に在
日ブラジル人のアイデンティティと言語学習のつな
がりについて研究しています。

❸すしが大好きです。
❹留学生みんなでよくBARISTAカフェと知遊堂に行

きます。BARISTAカフェのコーヒーは濃くておいしい
です。高田公園。 

❺日本に来る前にとてもきれいなところだと聞いていま
したが、実際に来て、見て、町がとてもきれいで、ゴミ
が全然なくて驚きました。

❻富士山に登ってみたいです。日の出を富士山から見
てみたいです。

❼ブラジルで日本語とポルトガル語の教師として働い
ていました。新潟県費留学生として来ているので、
新潟県内の3つの大学から選ぶようにいわれ、教育
に関する大学が上越教育大学でした。日本の四季
がはっきりしていると知っていて、自然が豊富な場所
がいいなと思い、上越教育大学にしました。

［中国］ キョウさん
 (喬 宏成)
23歳　言語系コース（国語）

❶教職員も学生たちも高い素質があると思
います。環境がきれいで緑に囲まれていま
す。設備も整っています。

❷国文学を研究しています。国文学につい
て論文を書きたいです。そして、日本語能
力試験の一級を目指し、勉強しています。

❸刺身・ラーメン
❹上越教育大学附属図書館
❺雪がとても積もることです。
　カラスが大きくて多いことです。
❻日本を旅したいです。日本の文化を理解し

たいからです。
❼上越教育大学は国立大学で、学習の雰

囲気がとてもいいと思います。そして、学校
の国際交流センターによる活動や行事な
どいろいろあります。この大学は教育的な
大学で私も先生になりたいので、上越教
育大学に来ました。

［メキシコ］ アレハンドロさん
 (SALGADO REVELES
　　　MARIO ALEJANDRO)
34歳　学校臨床コース

❶上越教育大学ではいろいろな人が
もてなしてくれます。

❷日本人の心理学
❸ラーメン
❹コンビニ・ジャカッセ・スターバックス

コーヒー
❺自殺・いじめ・過労死・ひきこもり・性な

どのタブーなテーマが多いと思う。
❻自殺の背景について研究したい
❼学校のシステムや日本人の心理学

の状況について勉強するため

［フィリピン］ ピアさん
 (LEE PIA BENGAN)
34歳　美術系コース（音楽）

❶上越教育大学は保守的な学校であ
るが、教育の質は高いと思う。

❷小学校の音楽のカリキュラム
❸たこ焼き・ラーメン・日本のチョコレート
❹イオンモール・スーパー
❺日本の技術
❻上越以外の他のところに行ってみた

い。日本の文化を感じたい。
❼教員研修のため

［コスタリカ］ フアンパさん
 (CHAVES CASTRO
　　　　　　JUAN PABLO)
31歳　美術系コース（音楽）

❶とても良い大学だと思う。小さい大
学なので皆さんと知り合いになれる。
先生と学生は親切でまじめな人だと
思う。

❷日本の伝統的な楽器とコスタリカの
音楽リズムの混合

❸ラーメン・すし
❹てるちゃん（ラーメン店）とてもおいし

いと思う。
❺国がとてもきれい。日本人の親切な

ところ。田舎の人（新潟、長野、石
川、富山）は特に親切であたたかい
人だと思う。その県は大好きです。

❻富士山に登る。沖縄・広島・長崎に
行きたい。

❼教員研修のため。日本の伝統的な
音楽の専門家の先生（玉村先生）
がいるから。

［キューバ］ ダヤナさん
 (SANCHEZ GUERRA DAYANA)
22歳　学校臨床コース
❶先生は優しくて、親切です。宿舎で

留学生と一緒に楽しんでいます。冬
はいい経験になりました。雪はとても
きれいです。

❷教材としてアニメを使うこと
❸ラーメン・お好み焼き
❹バリスタコーヒーショップ
❺店のサービスがすごい
❻温泉に行きたい。花見。着物を着て

みたい。
❼国に帰ったら日本語の教師になりた

いので、上越教育大学に来ました。
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［上越教育大学のイメージキャラクター］
マナーブ・デ・ジョーキョー先生

［プロフィール］
●気品高い。雪に耐えうる丈夫な体。
●生涯学び続ける強い意志。
●チャームポイントは泣きぼくろ。
●感動屋で涙もろい性格。

［スロベニア］ ヤコブさん
 (MAVRIC JAKOB)
23歳　学校臨床コース

❶いい大学です。先生と学生はみんな優しくい
い人です。学生宿舎の近さはとても便利だと
思います。

❷日本のマナー
❸ラーメン
❹BARISTAカフェ・上越教育大学附属図書館
❺風邪や病気のときにみんなマスクをつけること
❻いろいろな神社やお寺を見てみたい
❼文部科学省の日本語・日本文化研修留学生

として10月に来ました。日本語がもっと上手に
なるために来ました。日本のマナーとスロベニ
アのマナーの違いを研究するために来ました。

　留学生のみなさんも元気に
頑張っていらっしゃいます。
私たちも負けていられませんね！

森田 真衣
学部2年 芸術系コース（音楽） JUEN  2015  SPRING 10



　
知
識
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
二
十
一
世

紀
は
「
知
識
基
盤
社
会
」
と
言
わ
れ
て
お

り
、
私
た
ち
の
回
り
に
は
解
決
の
方
策
が
明

ら
か
で
は
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

膨
大
な
情
報
を
基
に
新
た
な
知
を
主
体
的
に

生
み
出
す
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

意
見
や
立
場
の
違
う
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
知

恵
を
出
し
合
い
、
討
論
し
、
協
力
す
る
と

い
っ
た
、
他
者
と
関
わ
る
力
も
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
生
徒
が
判
断
し
意
思

決
定
を
し
た
り
、
協
働
的
に
解
決
に
あ
た
っ

た
り
す
る
上
で
、
情
報
や
他
者
と
適
切
に
関

わ
る
力
を
一
人
一
人
の
生
徒
が
身
に
付
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
研
究
第
２
年
次
の
今
年
度
は
、
探
究
過
程

の
「
ま
と
め
・
表
現
」
の
場
面
に
お
け
る
発

表
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
各
場
面
に
お
い

て
手
立
て
を
工
夫
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
単
元
や
題
材
に
応
じ
て
、
協
同
的
な
学

習
や
協
調
的
な
学
習
を
仕
組
み
、
他
者
と
の

関
わ
り
に
重
点
を
置
い
た
学
習
の
場
を
設
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
単
元
の
冒
頭
に
情
報
や
他
者
と
適

切
に
関
わ
る
具
体
的
な
姿
を
、
評
価
基
準
と

し
て
示
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
単
元
や
題
材
に
は
ど
の
よ
う
な
本
質
的
な

問
い
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
姿
が
適
切
で
あ

る
の
か
を
、
教
師
と
生
徒
が
共
有
し
て
学
習

を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

知識基盤社会を主体的に生き抜く生徒の育成
～情報や他者と適切に関わる力を視点として～

知識基盤社会を主体的に生き抜く生徒の育成
～情報や他者と適切に関わる力を視点として～

技術・家庭科技術・家庭科

英語科英語科

持続発展科持続発展科

除染土
処理問題の
解決方法を
仲間と
話し合う

民意を反映
する選挙制度
について考え
を発表する

暮らしを
豊かにする
デザインを
考え、仲間と
話し合う

道　徳道　徳

社会科社会科

美術科美術科

よりよい
福祉用具を
「計測・制御」
を利用し
開発する

日本の
防災技術を
英語で発信し、
意見交換する

地域の人から
上越を巡る
魅力的な
ツアーの
意見を聞く

　混声合唱団は今年「楽～GAKU ～」をテー
マに活動します。団員やお客さんが音「楽」を

「楽」しむこと、「GAKU」は「学」ぶということ
も意味しています。近年は活発な活動により
団員もお客さんも楽しめる機会を増やしてお
り、2015年も新たな演奏会を企画予定です。
　活動の目玉である毎年末の定期演奏会は
32回も続く伝統行事です。商店街を始め地域
の方からは楽しみにしているという話を聞く
ことができ、とても嬉しい気持ちで活動に取
り組んでいます。

　合唱は、お客さんに直に声が届くことが長
所です。マイクの音でなく、直接、声を届ける
ことで合唱ならではの音のやわらかさ・あた
たかさを感じてもらえるところが醍醐味だと
思います。また、声だけではなく表情でも表
現するので、明るい歌を歌っていれば自然と
笑顔になれます。その表情が団内のコミュニ
ケーションに繋がり、そして団員も笑顔にな
るのです。もちろん、合唱を見て、聞いていた
だいたお客さんにも笑顔になってもらえた

ら、と思っています。
　私たち混声合唱団の特徴は、一人一人の個
性を活かす合唱を目指しているところです。
コンクールに出場しないからこそできる方針
です。個人の声量やクセなど、全体でまとめに
くい特徴は本来の合唱では抑えられてしまい
ますが、私たちはそこを抑えずに、どうした
らその個性を活かしていけるかを考え、合唱
を作り上げていきます。そんな私たちの日々
の活動はブログで確認することができます。

「JMCC」で検索できますので、是非ご覧くだ
さい！

混声合唱団

女子アイスホッケー部
　女子アイスホッケー部ではほとんどの部員
が初心者からのスタートです。試合で勝つこ
とはもちろん大きな目標ですが、この競技を
通して1人1人の人間性を高めることを目的
としています。

　部活動は市内のアイスリンクで行われ、10
～5月の間だけ開かれるため、一回一回の練
習を大切にしています。部員だけでなく、社会
人チームの方や男子アイスホッケー部員も加
えた練習を行うこともあります。
　活動日は週に一回ですが、監督・コーチがい
なくてもそれぞれが誘い合わせて自主的に練
習することが多く、部員の意欲が高いことが

自慢です。初心
者ばかりという
こともあり、先
輩、後輩の垣根
を越え、教え合
い切磋琢磨しな

がら活動しています。
　マネージャーも寒いリンクで練習をずっ
とサポートしてくれているので、プレイヤー
だけでなく、チーム全体が協力し合う良い雰
囲気づくりができており、仲間に恵まれた部
だと思います。その素晴らしい仲間で試合に
勝ったとき、円陣を組み、スティックを挙げて
いる瞬間は格別です。

　練習後のミーティングはみんなでお菓子な
どを持ち寄り、和やかな雰囲気でわいわいと
行います。
　女子アイスホッケー部は全国でも数が少な
く10数チーム程なので、試合はいつも泊まり
がけの遠征です。試合後は遠征先の地を部員
全員で楽しむので、回を重ねるごとに試合の
経験値が増えるだけでなく、部員同士の距離
もどんどん縮まっていきます。こうして絆を
深めていき、日々の練習とあわせて、よりよい
チームプレイに繋げていきます。

  勝利に向かって一直線!
  氷上の格闘ガール★

部員数／30人
活動日／毎週月、水、金曜日
　　　　18:30～
活動場所／音楽棟201
活動実績／定期演奏会、
　　　　　地域演奏会　ほか
ブログ／
　http://d.hatena.ne.jp/jue-
　mixed-chorus/

【取材協力者】
学部2年　自然系コース（理科）
樋原 美友希

DATA
平成26年12月現在

部員数／27人
活動日／毎週水曜日
活動場所／リージョンプラザ上越
活動実績／全国女子アイスホッケー
　　　　　選手権大会　出場

【取材協力者】
学部３年　　言語系コース（国語）
室橋 愛

DATA
平成26年12月現在

  女子アイスホッケー部が
  仲良しな理由！

混声合唱団、テーマは「楽～GAKU～」

やさしいハーモニー！ 
合唱の魅力とは?
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上教大 
掲示板

なんで
も

辰
た つ

野
の

千
ち

壽
と し

教育賞授与式を挙行
〜優秀賞受賞者の喜びの声〜

からの修了生

小川 高広
（おがわ たかひろ）

　新潟県長岡市出身。新潟県内の公立小学校で 10
年の勤務を経て、教職大学院教育実践リーダーコー
スへ。平成 26 年３月修了。現在は上越市立下黒川
小学校に勤務。学会へも積極的に参加。

　
小
学
校
教
員
と
し
て
ち
ょ
う
ど
十
年
勤
め
、

教
職
大
学
院
へ
進
み
ま
し
た
。

　
私
の
教
職
大
学
院
と
の
出
会
い
は
、
勤
務

校
で
「
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
支
援

を
受
け
た
こ
と
で
す
。
当
時
、
教
職
大
学
院

担
当
教
員
の
研
究
室
の
皆
さ
ん
と
国
語
の
授

業
づ
く
り
を
協
働
し
て
行
う
機
会
を
得
ま
し

た
。
授
業
づ
く
り
を
行
う
中
で
、
国
語
の
魅

力
に
惹
き
込
ま
れ
て
い
き
、
こ
れ
ま
で
、
こ
れ

と
い
っ
て
専
門
領
域
は
な
か
っ
た
私
に
と
っ

て
、
学
校
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
出
会
い

は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
教
職
大
学
院
で
は
、
支
援
を
受
け

入
れ
る
側
か
ら
支
援
す
る
学
校
へ
入
ら
せ
て

い
た
だ
く
と
い
う
立
場
へ
。
授
業
支
援
し
て

も
ら
っ
た
経
験
を
思
い
出
し
た
り
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
先
生
方
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
支
援
校
の
研
究
推
進
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
年
間
の
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
国
語
の
授
業
づ

く
り
の
在
り
方
と
、
連
携
す
る
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
今
は
、
そ
の
学
び
を
現
場
に
還

元
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
今
年
度
は
五
年
生
を
担
任
し
て
い
ま
す
。
授

業
で
は
子
ど
も
の
興
味
や
問
題
意
識
は
ど
こ

に
あ
る
か
。
ま
た
、
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
な

思
考
を
し
て
い
る
の
か
を
探
る
た
め
、
子
ど

も
の
声
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

秋
に
国
語
で
単
元
を
開
発
。
子
ど
も
の
ふ
る

さ
と
と
子
ど
も
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
と

い
う
単
元
で
す
。
地
域
の
人
や
家
族
、
親
戚

の
方
の
声
を
取
材
し
、
印
象
に
残
っ
た
言
葉

を
引
用
し
て
自
分
の
考
え
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
授
業
を
通
し
、
友
達

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
考
え
が
変
容
し
た
り

深
ま
っ
た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
師
主
導
型
の
授
業
を
、

子
ど
も
自
ら
知
識
を
創
造
し
て
い
く
よ
う
な

授
業
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
す
。

　
最
後
に
・
・
・
自
宅
か
ら
上
越
教
育
大
学

ま
で
数
分
と
い
う
地
の
利
か
ら
、
附
属
図
書

館
を
今
で
も
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
や
修
了
生
だ
け
な
く
、
市
民
の
方
も

利
用
で
き
る
と
の
こ
と
。
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

子どもの声を
生かして
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福田 恵 氏
（徳島県美馬市立江原中学校教諭／徳島県立総合教育センター長期研究員）
【テーマ】 生徒の学ぶ意欲を高める英語授業の工夫　～生徒主体の言語活動を通して～

　この度は栄誉ある辰野千壽教育賞優秀賞を受賞できましたことを大変光栄に思って
おります。関係者の皆様始め、今まで研究に関わってくださった先生方、何より一緒に
授業を作ってきた生徒の皆さんに心から感謝いたします。
　本研究は、「未知の可能性に満ちた子どもの能力を発揮させるために学習意欲を高め
たい。そして、英語力とともに生きる力を培わせたい。」という思いで、生徒主体の言語
活動を中心に実践を重ねました。その中で、生徒が成功体験とともに自己有用感を高め
ることで生み出された力が、集団としての良好な人間関係の構築とコミュニケーショ
ン能力を向上させたことをまとめました。
　今後も、学習者の心理を大切にし、偉大な研究をされてきた辰野千壽先生の教育賞受
賞を励みに、子どもの心に寄り添いながら、豊かな心とコミュニケーション能力の向上
を図れる実践を続けていきたいと思います。

堀井 利衛子 氏
（新潟県立上越特別支援学校教頭）
【テーマ】 認知特性に応じた学習支援プログラムの構築
　　　　 ～自己有能感を高める状況設定と
　　　　　　　認知特性に応じた学習方略の提案を軸として～

　第７回辰野千壽教育賞優秀賞をいただきましたこと、心から感謝いたします。
　2003年からの２年間、上越教育大学大学院で派遣教員として学ばせていただきまし
た。このときご教示いただいたことが私の教育実践の土台になっていることを改めて
思います。
　学習に困難がある子どもたちのために、学習への動機付けの介入と学習方略の提案
を関連付け、認知理論と教育実践をつなぐ具体的な実践研究の蓄積を図ること。また、
この蓄積が学校教育現場で有効に活用されるために、授業場面での状況設定の工夫や
支援者とのかかわりについて研究を深めること。これらをテーマに、子どもたちとの出
会いの中で、一つ一つ実践を積み重ねてまいりました。
　これからも、子どもたちと一緒にいられる幸せを感じつつ、学校でできることは何
か、学校だからこそできることは何かを問い続け、新たな実践を展開していきたいと考
えています。

　平成26年10月３日（金）に「第７回辰野千壽教育賞」授
与式を挙行しました。今回は優秀賞２名に賞状が授与され
るとともに副賞が贈呈されました。
  優秀賞を受賞した福田 恵氏（徳島県美馬市立江原中学校
教諭／徳島県立総合教育センター長期研究員）のテーマは

「生徒の学ぶ意欲を高める英語授業の工夫 ～生徒主体の
言語活動を通して～」、堀井 利衛子氏（新潟県立上越特別
支援学校教頭）のテーマは「認知特性に応じた学習支援プ

ログラムの構築 ～自己有能感を高める状況設定と認知特
性に応じた学習方略の提案を軸として～」というもので、
いずれも児童生徒の自己有能感を高める取組として、意義
あるものと高く評価されました。
  同教育賞は、平成20年度に創立30周年を記念し，初代学
長である辰野千壽氏の長年にわたる教育・研究業績の精神
を受け継ぎ、我が国の教育に多大な影響を与える優れた教
育・研究の振興に貢献するため創設され、７回目となる今
回は応募総数が15件でした。



地域連携の試み

　7月12日（土）、新潟県立看護大学において、本学と新潟県立看護
大学との連携公開講座を開催しました。この連携公開講座は、新潟
県立看護大学と共に連携推進事業の一環として毎年開催しているも
のです。
　今回は「発達障害と子育て支援～医療、福祉、教育の役割～」をテー
マとして、新潟県立看護大学教授の境原 三津夫氏、上越教育大学教
授の加藤 哲文氏、新潟いなほの会役員の沼田 夏子氏、上越市すこ
やかなくらし支援室主任の梶原 亜紀子氏の4名の講師をお迎えし、
各講師におけるそれぞれの立場や経験に基づいた現在実践されてい
る活動などについて、基調講演をいただきました。また、基調講演
終了後はパネルディスカッションも行いました。
　当日は、教育職、福祉職、保健・医療職、行政関係者など約200
名の方々より参加いただけたことにより、今回の連携公開講座にお
けるテーマについて、その関心の高さがうかがわれ、大変有意義な
ものとなりました。

　上越教育大学では、地域連携推進室が中心となって、地域及び大学等との連携に組織的に
取り組み、かつ、積極的に推進しています。平成 26 年度の基幹的な地域連携推進事業とし
て、戦略的な地域教育連携事業、上越地域教育委員会との連携推進事業、上越市学校教育
支援事業などがあり、様々な事業を展開しています。

　11月1日（土）、上越文化会館において、教育評論家の尾木 直樹氏を招き、文化講演会「尾木ママ流　共感子育て」を開催し
ました。
　この文化講演会は、市民の学習機会の充実を図ることを目的に上越市と本学の主催で毎年開催しています。
　また、今年は「上越市教育の日」制定記念式典及び上越市小中学校ＰＴＡ連絡協議会創立10周年記念式典との同時開催とな
り、記念式典や文化講演会の開催を通して、学校・家庭・地域の連携を推し進め、教育推進の機運の醸成を図る一躍も担うこ
ととなりました。
　当日は、教育関係者、上越市小中学校ＰＴＡ連絡協議会員、一般参加者など1300人以上の観客を前に、様々なメディアに
出演されながらも気さくで親しみのある軽妙な語り口で、また、深い知見とこれまでの経験に裏付けされた講話は、身近な
話題から、より踏み込んだ内容まで多岐にわたり、会場につめかけた聴衆は最後まで熱心に講師の話に耳を傾けていました。

　12月22日（月）、本学の講義室において、冬
休みの宿題教室を実施しました。
　これは平成26年度上越教育大学地域貢献事
業「外国人児童生徒への修学支援プロジェク
ト」によるもので、上越地域在住の外国につな
がる児童生徒を対象に支援するものです。
　14名の外国人留学生と日本人学生が参加し、
12名の小中学生が持参した冬休みの宿題の中
で、ひとりでは取り組むことが難しい課題を
中心に取り組みました。
　この宿題教室は、夏休みにも実施しており、
今後も継続していきたいと考えています。

上越教育大学・新潟県立看護大学連携公開講座を開催

文化講演会「尾木ママ流　共感子育て」を開催

上越教育大学地域貢献事業
「外国人児童生徒への修学支援プロジェクト 冬休み宿題教室」を実施

　大学院の概要・入試説明・現役大学院学生等の体験談のほか、全コース（科目群）の教員や事務担当者が質問に答えます。
　（本学開催は、学生宿舎及び附属図書館の見学も可能です。）

大学院説明会

　大学教員及び事務担当者が相談を直接お受けします。
大学院入学相談会 

大学院
入学
相談会

5月23日(土) アスティ４５ビル
（札幌市中央区北4条西5丁目）

6月27日(土) Time Office 名駅
（名古屋市中村区名駅2-41-10）

東京

盛岡

京都

札幌

6月20日(土) ホテルメトロポリタン盛岡
（盛岡市盛岡駅前通1-44）

6月13日(土)／9月 5 日(土)／10月4日(日)／ キャンパス・イノベーションセンター東京
（東京都港区芝浦3-3-6 JR田町駅前）12月19日(土)／ 1月 9 日(土)H28年

メルパルク京都
（京都市下京区東洞院通七条下ル東塩小路町676-13）6月 6 日(土)

※詳細については、本学ホームページをご覧ください。
※参加ご希望の方は、各会場の開催日の3日前までをめどにメールまたはFAXでお申し込みください。なお、当日参加も可能ですが、事前申込みにご協力願います。

大学院
説明会

5月17日(日)／9月13日(日)

5月31日(日) サンシャインシティ　コンファレンスルーム（東京都豊島区）

上越教育大学（新潟県上越市山屋敷町１番地）上越

東京

6月28日(日)／9月26日(土) 表参道・新潟館ネスパス
（東京都渋谷区神宮前4-11-7）

6月21日(日) ＴＫＰガーデンシティ仙台
（仙台市青葉区中央1-3-1）

10月3日(土) ＴＫＰガーデンシティ仙台
（仙台市青葉区中央1-3-1）

仙台

名古屋
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Campus Wind 

学長

　小学校の校庭に菜の花が咲いて、昼食時の子どもた

ちの元気な声とともに、のどかな雰囲気が伝わってき

ます。黄色い菜の花は、代表的な春の花の一つです。

黄色のイメージとして、明るい、快活、楽しいなどの

ほかに、緊張や不安もあるようです。暖かくなって、

これから何かを始めよう、希望に満ちて出発しようと

いうことの多い春に相応しい色です。菜の花が愛でら

れるのも宜なるかなでしょう。その一方で、新しいこ

とが始まったり、新しいことを始めようとするときは、

緊張や不安が伴います。

　日本の学校の始期は概ね 4 月であり、季節的にも最

適だと思います。4 月に、その年度の計画を立てたり、

何か新しいことを始めようとする気持ちになるのは、

ごく自然なことであり、楽しいことでもあると思いま

す。できれば、3 年後や 10 年後のことも考えてみて

下さい。自分のこと、教育のこと、日本の社会のこと

などを中長期的に展望することは、期待の面と不安な

面とがあります。

　上記の句の作者正岡子規が活動したのは、明治時代

です。明治の時代でも、お昼は楽しく心弾む時間で

あったことでしょう。教育においても、古くから脈々

と受け継がれてきた時代を越えて通用する真理とも

いうべき基礎があります。教師一人ひとりがそれは何

かを考え、自分の答えを見つける必要があります。ま

た、明治時代には全く存在しなかった、あるいは思い

もかけなかった課題も現在では数多く存在します。そ

れらの課題については、自分一人ではなく、多くの人

たちと協働で解決策を見いだすことが有効でしょう。

　いまを生きるために、将来を実りあるものとするた

めに、明るい希望を持つことが大切です。また、新し

い一歩を踏み出すためには、緊張や不安も必要です。

緊張や不安のないところに、新たな飛躍は望めませ

ん。過度の緊張や不安は禁物ですが、少しだけ無理を

して、新しいことに挑む姿勢が大切なのではないで

しょうか。

明るさ、緊張、不安

菜
の
花
や
　
小
学
校
の
　
昼ひ

る
げ餉

時

子
規

Campus Wind 退
職
教
員
か
ら

　
　
　
皆
さ
ん
へ

上越讃歌
　上越での私の25年間は、出会った人々との楽しい思
い出のすべてといえます。都会の華やかな女子大から
赴任してきた私にとって、初めは、すべてがモノクロ
の世界でした。でもやがて、幸いにも多くの地元の
方々とのご縁が次々に仕組まれたり、また数多くの学
生・院生たちや教職員の皆さんとの有意義な対話や交
流を重ねたりするうちに、その印象はまったくと言っ
ていいほど消え去り、豊かに務め、豊かに遊ぶことが
できました。
　春は直江津沖合から妙高連山の白銀を眺めながら釣
り糸を垂れ、夏は透明度の高い名立の海岸や佐渡ヶ島
の海中で魚と格闘し、山肌が錦織に染まる頃には実り
を求めて山中に分け入り、雪が積もれば人の踏み入ら
ない雪原を自由に滑走する、そんな贅沢な日々を過ご
してきました。
　デジタルではない本当のモノクロの世界を、ここ上
越で味わうことができました。
　すべての方々に感謝とお別れを！

さらば、我が“青春”の山屋敷よ！
　平成20年（2008年）４月、本学に教職大学院が設置
された時、実務家教員の１人として着任し、遂に７年
の歳月が過ぎました。約束の任期を全うし、我が故郷
の横浜へ戻る日が近づきました。内外のご支援ご協力
によって教職大学院も軌道に乗り、私の職責も多少は
果たせたかと思います。教職大学院から巣立って行っ
た幾多の俊英が全国各地で教壇に立ち、上越で蒔いた
１粒の種から多くの花を咲かせようとしています。
　今、山屋敷キャンパスでの過ぎし日々の懐かしい
シーンが脳裡をよぎります。臨床共通科目の探究活動
への助言、プロフェッショナル科目での現職院生との
自由な意見交換、学校支援リフレクションでのゼミ生
との語らい、教員採用試験に挑む若き学卒院生に熱弁
を振るった武嶋塾の夜。
　人生の晩秋の時を迎えた今、上越教育大学で過ごし
た、この７年間こそが、紛れもなく我が“青春”の悔いな
き日々でもあったのだと確信しています。そのような
自負の持てることが、今の私のささやかな誇りです。

　神奈川県横浜市の公立中学校
で35年間にわたり社会科教諭、
そして管理職として勤務した。そ
の後、平成20年４月、本学に大学
院専門職学位課程教育実践高度
化専攻が設置されるとともに実務
家教員として着任。専門は学校経
営論、学校組織論、学校危機管理
論、学校行事論など。

プロフィール

学校教育学系

教授  武嶋 俊行

　平成２年9月、講師として着任。
助教授を経て、平成13年８月、教
授に就任。その後、附属小学校長、
学校教育実践研究センター長、そ
して副学長を歴任。専門は体育原
理、体育・スポーツ哲学。「身体」、
「人間性」に着目した体育・スポー
ツの哲学的探求及び授業の基礎
存在論の研究を行う。

プロフィール

芸術・体育教育学系

教授  加藤 泰樹
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やっぱり、先生になりたい
　高校・大学と陸上部に所属し、今思えば

目標に向かって走り続ける毎日でした。

全国高校駅伝や全日本インカレ、走るこ

とで「自分」を認めてもらえた気がして

いました。

　大学は教育学部に進みましたが、私の

能力で教員採用試験を突破できると思え

ず、周囲に迷惑をかけまいと地元の民間

企業に就職しました。何一つ不満はあり

ませんでしたし、むしろ感謝すべき程の

環境でしたが、心の引っ掛かりは消えま

せんでした。しだいに通勤中にはつい学

校の様子が気になり、休日の陸上教室で

は子どもたちの笑顔や真剣な眼差しに心

が奪われていきました。そして葛藤の末、

最終的に行き着いたのは「やっぱり、先

生になりたい」でした。

先生になるための学校
　大学院の毎日は、「自分のやりたいこと」

が常にできている実感があります。このよ

うに感じられるのも、上越教育大学大学院

の魅力的なシステムと手厚いサポートが

あるからだと思います。本学の授業は実践

的な内容とその根底となる理論的な内容

がバランスよく組み合わされ、専門性を高

めるゼミ活動も充実しています。また、教

員採用試験対策として論作文添削、面接

対応等のサポート体制も整っており、まさ

に「先生になるための学校」だと思います。

そして、ストレートマスターと現職教員と

が共に学べる環境は、最大の魅力です。

多様な見方や考え方に触れ、自分自身の

教育観や教職観を更に深めていきたい

です。

幸運の女神は君の好きな
道に微笑んでいる。
迷わずに好きな道を
歩き給え。
　私は、この道を選んで良かったと現時

点でも思えます。そして、好きなことを一

生懸命やることはそれだけで自分を価値

づけてくれることに気付きました。背中

を押してくれた家族、支えてくれる多くの

方々に感謝し、これからも「自分らしく」

頑張りたいです。
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免Ｐで
く人

インタビュー

免Ｐで
く人で

インタビュー

※本誌掲載の文書・記事・写真等の無断転載はお断りします。

アンケートにご協力ください

公式ホームページにおいて本誌に
関するアンケートを実施していま
す。左の QR コードを読み込むこと
で、携帯端末からもご回答いただ
けます。
QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

公式ホームページから、
バックナンバーの閲覧ができます。

大学院1年
生活・健康系コース（保健体育）

秋山 澪さん

インタビューを終えて
　明るく笑顔で周りを盛り上げてくれる秋山さんは、しっ
かり者で周囲から厚い信頼を寄せられています。様々な紆
余曲折がありましたが、全てが今後の糧になると思います。
互いに切磋琢磨し、教師力を身につけていきましょう！

■ 聞き手・文（写真右）　
大学院1年　生活・健康系コース（保健体育）　神子島 強
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